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第1948 回例会

（上段左から）分区幹事  武山 卓史さん（名古屋丸の内ＲＣ） 

地区スタッフ 異相 武大さん（名古屋南ＲＣ） 
地区副幹事 田中 賢二さん（名古屋南ＲＣ） 

（下段右） ガバナー補佐 藤田 守彦さん（名古屋丸の内ＲＣ） 

 

    

                              

基
本
的
教
育
と
識
字
率
向
上
月
間 

／
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
月
間 

令
和
６
年
９
月
12
日
（
木
） 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪
問 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

     

会
員
64
名 

出
席
計
算
数 61

名
中
47
名
出
席 

出
席
率

77
・
05
％ 

前
々
回
出
席
率

84
・
48
％ 

 
 

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
Ｒ
財
団
・
米
山
記
念
奨
学
会 

寄
付
金
目
録
贈
呈 

★
表
彰
状
授
与 

・
23-

24
年
度
ロ
ー
タ
リ
ー
賞 

★
元 

平
和
フ
ェ
ロ
ー
挨
拶 

★
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪
問 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 
 

「
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ
」 

指 

揮 

者 

鬼
頭 

茂
成 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

              

 

ゲ
ス
ト 

西
名
古
屋
分
区
ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

藤
田 

守
彦
さ
ん 

地
区
副
幹
事   

  

田
中 

賢
二
さ
ん 

地
区
ス
タ
ッ
フ    

異
相 

武
大
さ
ん 

分
区
幹
事        

武
山 

卓
史
さ
ん 

06-

07
年
度
Ｒ
財
団
国
際
親
善
奨
学

生
／
15-

17
年
度
ロ
ー
タ
リ
ー
平
和

フ
ェ
ロ
ー 

 
 

澤
屋 

奈
津
子
さ
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

西
名
古
屋
分
区
ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

藤
田 

守
彦
さ
ん 

分
区
幹
事        

武
山 

卓
史
さ
ん 

地
区
副
幹
事   

  

田
中 

賢
二
さ
ん 

地
区
ス
タ
ッ
フ    

異
相 

武
大
さ
ん 

よ
り
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

名
古
屋
丸
の
内
Ｒ
Ｃ 

藤
田 

守
彦
さ
ん 

よ
り
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

藤
田
守
彦
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
を
お
迎
え
し

て
。
澤
屋
奈
津
子
さ
ん
お
帰
り
！ 

飯
田 

昭
夫 

松
本 
哲
朗
・
岡
部 

快
圓 

木
村 
吉
伸
・
草
野 

勝
彦 

尾
上 

 
昇
・
浅
野 

 

彰 

堀
江 

英
弥
・
横
井 

 

衞 

酒
井 

 

修
・
吉
田 

憲
一 

田
崎 

雅
三
・
鬼
頭 
茂
成 

大
原 

敏
正
・
加
藤
已
千
彦 

内
藤 

啓
喜
・
河
合 

誠
弥 

安
江 

 

優
・
松
岡 

 

毅 

佐
々
木 

功
・
西
脇 

良
輔 

西
垣
亜
矢
子
・
横
川 

誠
人 

岡
部 

快
雅
・
杉
本 

忠
夫 

元
ロ
ー
タ
リ
ー
平
和
フ
ェ
ロ
ー
で
現
在

ア
フ
リ
カ
で
人
道
支
援
を
し
て
お
ら
れ

る
澤
屋
奈
津
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
。 

吉
田 

隆
彦 

歓
迎
。
藤
田
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
。 

岩
崎 

征
一 

藤
田
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、
よ
う
こ
そ
大
須

ロ
ー
タ
リ
ー
へ
。
ラ
ー
ニ
ン
グ
委
員
会

の
た
め
、
名
調
子
の
卓
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ず
残
念
で
す
。 

照
井 

 

栞 

オ
オ
ス
シ
ン
ガ
ー
ズ
の
合
唱
祭
、
初
め

て
参
加
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

横
尾 

賢
一 

６
月
生
ま
れ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

渡
辺 

観
永 

  

会
長
挨
拶 

 

会
長 

飯
田 

昭
夫 

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
本
日
は
、
２
つ

重
要
な
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。 

１
つ
目
は
、
我
が
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
を
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
と
し
、
２
０

０
６-

０
７
年
度 

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
国

際
親
善
奨
学
生
と
し
て
イ
タ
リ
ア
・
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
大
学
教
育
学
部
で
学
ば
れ
、

そ
の
後
２
０
１
５-

１
７
年
度 

ロ
ー
タ

リ
ー
平
和
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
ア
メ
リ

カ
・
デ
ュ
ー
ク
大
学
・
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ

イ
ナ
大
学
で
学
ば
れ
、
そ
の
後
ア
フ
リ

カ
・
ニ
ジ
ェ
ー
ル
国
際
移
住
機
関
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
ヘ
ル
ス
・
オ
フ
ィ
サ
ー
な
ど

と
し
て
御
活
躍
中
の
澤
屋
奈
津
子
さ
ん

が
久
し
ぶ
り
に
帰
国
休
暇
を
取
ら
れ
て

帰
国
さ
れ
、
本
日
の
例
会
に
参
加
し
て

い
る
こ
と
。 

２
つ
目
は
本
日
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
同
席

の
も
と
に
ク
ラ
ブ
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
で
す
。 

ま
ず
、
平
和
フ
ェ
ロ
ー
は
、
平
和
と

紛
争
解
決
の
分
野
な
ど
特
殊
な
フ
ェ
ロ

ー
で
す
の
で
、
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ

く
良
い
機
会
で
す
の
で
、
後
で
シ
ョ
ー

ト
ス
ピ
ー
チ
を
お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
。 

２
つ
目
の
ク
ラ
ブ
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー

は
、大
ま
か
に
優
し
く
説
明
し
ま
す
と
、

我
が
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
本
年
度
の

活
動
に
関
し
て
各
委
員
会
の
委
員
長
が

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
に
報
告
し
、
ガ
バ
ナ
ー

補
佐
か
ら
ク
ラ
ブ
活
動
全
般
に
つ
い
て

ご
指
導
を
頂
く
も
の
で
す
。
そ
れ
故
、

各
委
員
会
の
委
員
長
の
発
表
を
通
じ
て
、

入
会
間
が
な
い
会
員
に
本
ク
ラ
ブ
の
活

動
の
全
体
像
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
絶

好
の
機
会
に
な
り
ま
す
。
各
委
員
長
並

び
に
出
席
義
務
者
の
皆
さ
ま
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

  

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪
問
卓
話 

Ｒ
Ｉ
第
２
７
６
０
地
区
西
名
古
屋
分
区 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

藤
田 

守
彦
さ
ん 

（
名
古
屋
丸
の
内
Ｒ
Ｃ
） 

自
己
紹
介 

氏 

名
：
藤
田 

守
彦 

出
身
地
：
名
古
屋
市
中
区
大
須
三
丁
目 

（
万
松
寺
） 

座
右
の
銘
（
心
が
け
て
い
る
こ
と
）： 

「
驕
ら
ず
、
威
張
ら
ず
、
素
直
に
」 

ロ
ー
タ
リ
ー
歴
： 

１
９
９
５
年
３
月
入
会 

（
チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
） 

02-

03
年
度 

役
員 

幹
事 

12-

13
年
度 

役
員 

会
長 

1670 
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《
地
区
》 

01-
03
年
度 

Ｒ
財
団
学
友
委
員 

03-

04
年
度 

Ｒ
財
団
学
友
副
委
員
長 

04-

06
年
度 
Ｒ
財
団
学
友
委
員
長 

06-

07
年
度 
Ｒ
財
団
副
委
員
長 

07-

10
年
度 

Ｒ
財
団
副
委
員
長 

・
未
来
委
員
会
委
員 

10-

11
年
度 

Ｒ
財
団 

資
金
推
進
副
委
員
長 

14-

16
年
度 

ロ
ー
タ
リ
ー
研
修
委
員 

認
証
： 

・
メ
ジ
ャ
ー
ド
ナ
ー(L

e
v
e
l 1

) 

・
ベ
ネ
フ
ァ
ク
タ
ー  

・
ポ
ー
ル
ハ
リ
ス
ソ
サ
エ
テ
ィ 

・
ポ
リ
オ
プ
ラ
ス
ソ
サ
エ
テ
ィ 

・
第
３
回
米
山
功
労
者 

ロ
ー
タ
リ
ー
行
動
計
画 

活
動
し
や
す
く
、
ク
ラ
ブ
で
の
体
験

を
魅
力
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
ま

た
、
ク
ラ
ブ
が
よ
り
良
く
な
る
た
め
に

変
化
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
強
さ
を
維
持

で
き
る
よ
う
、
全
員
が
行
動
計
画
の
推

進
者
と
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

行
動
計
画 

４
つ
の
優
先
事
項 

１
．よ
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す 

（
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
） 

・
ロ
ー
タ
リ
ー
の
行
動
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
長
期
的
な
変
化
。 

・
奉
仕
活
動
と
平
和
推
進
、
ポ
リ
オ
根

絶
、
財
団
へ
の
寄
付
推
進
。 

２
．参
加
者
の
基
盤
を
広
げ
る 

（
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
） 

 

会
員
増
強
、
公
共
イ
メ
ー
ジ
、
ロ
ー

タ
リ
ー
の
価
値
の
共
有
、
Ｄ
Ｅ
Ｉ
。 

３
．参
加
者
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
促
す 

（
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｇ
Ｅ
） 

 

ク
ラ
ブ
で
の
魅
力
的
な
体
験
や
奉
仕

活
動
、
会
員
満
足
度
の
向
上
。
ロ
ー
タ

ー
ア
ク
ト
と
の
協
力
。 

４
．適
応
力
を
高
め
る
（
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｔ
） 

Ｄ
Ｅ
Ｉ+

B
e
lo

n
g
in

g

、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
利
用
と
変
化
に
適
応
。 

24-

25
年
度 

地
区
方
針 

魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ 

持
続
可
能
な
奉
仕
活
動 

成
長
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー 

 

～
行
動
計
画 

４
つ
の
優
先
事
項
に 

そ
っ
て
戦
略
計
画
を
～ 

 

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
７
６
０
地
区 

ガ
バ
ナ
ー 

吉
川 

公
章 

（
名
古
屋
南
Ｒ
Ｃ
） 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
の
役
割 

①
愛
知
「
第
２
７
６
０
地
区
」
に
は
84 

ク
ラ
ブ
が
有
り
８
つ
の
分
区
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
南
尾
張
分
区
６
ク
ラ
ブ 

・
西
尾
張
分
区
９
ク
ラ
ブ 

・
東
尾
張
分
区
12
ク
ラ
ブ 

・
西
名
古
屋
分
区
14
ク
ラ
ブ 

（
１
，１
５
８
名
） 

・
東
名
古
屋
分
区
12
ク
ラ
ブ 

・
東
三
河
分
区
12
ク
ラ
ブ 

・
西
三
河
分
区
９
ク
ラ
ブ 

・
西
三
河
中
分
区
10
ク
ラ
ブ 

合
計
84
ク
ラ
ブ
４
，６
４
３
名 

Ｒ
Ａ
Ｃ 

９
ク
ラ
ブ
１
６
５
名 

 

各
分
区
ご
と
に
ひ
と
り
、
ガ
バ
ナ
ー

補
佐
が
い
ま
す
。 

②
ガ
バ
ナ
ー
が
ク
ラ
ブ
公
式
訪
問
す
る

前
に
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
が
ク
ラ
ブ
の
状

況
確
認 

③
地
区
内
の
各
委
員
会
の
補
佐 

 

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
委
員
会
・

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
委
員
会
・

青
少
年
交
換
委
員
会
・
ラ
イ
ラ
委
員

会
・
学
友
委
員
会
、
５
つ
の
委
員
会

を
補
佐
し
て
い
ま
す
。 

④
５
月
開
催
さ
れ
る
Ｒ
Ｆ
Ｆ
（
ロ
ー
タ 

リ
ー
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
の

西
名
古
屋
分
区
の
責
任
者 

⑤
Ｉ
Ｍ
（
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
ミ
ー
テ
ィ 

ン
グ
）
の
開
催 

⑥
分
区
内
の
地
区
大
会
、
地
区
研
修
協

議
会
、
等
々
の
担
当
ク
ラ
ブ
の
調
整 

登
録
、
参
加
の
お
願
い 

地
区
大
会
（
ホ
ス
ト
：
春
日
井
Ｒ
Ｃ
） 

２
０
２
４
年
11
月
９
日
（
土
） 

    

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル 

２
０
２
４
年
11
月
10
日
（
日
） 

 
 

於 

名
古
屋
国
際
会
議
場 

Ｒ
Ｆ
Ｆ（
ロ
ー
タ
リ
ー
フ—

ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

 

２
０
２
５
年
５
月
10
日
（
土
） 

11
日
（
日
）
予
定 

国
際
大
会
（
カ
ナ
ダ
・
カ
ル
ガ
リ
ー
） 

２
０
２
５
年
６
月
21
日
～
25
日 

於 

ス
タ
ン
ピ
ー
ド
・
パ
ー
ク 

S
ta

m
p

e
d

e
 P

a
rk

 

＊
ロ
ー
タ
リ
ー
国
際
大
会
Ｈ
Ｐ 

 

西
名
古
屋
分
区
Ｉ
Ｍ
（
イ
ン
タ
ー
シ
テ

ィ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
の
お
知
ら
せ 

２
０
２
５
年
２
月
20
日
（
木
）
16
時
～ 

    

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル 

目
的
： 

・
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
、
イ
ン
タ

ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
次
世
代

の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
。 

・
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
、
イ
ン
タ

ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
等
は
何
を
し
て
い

る
か
を
再
認
識
す
る
。 

内
容
：
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
つ
い
て
の 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
講
演 

講
演
： 

中
竹 

竜
二 

氏 

㈱
チ
ー
ム
ボ
ッ
ク
ス
代
表
取
締
役 

早
稲
田
大
学
ラ
グ
ビ
ー
蹴
球
部
前
監
督 

 

自
律
支
援
型
の
指
導
法
を
用
い
、
大

学
選
手
権
に
て
全
国
二
連
覇
を
果
た
す
。 

  

目
録
贈
呈 

９
月
30
日
の 

ガ
バ
ナ
ー
公
式 

訪
問
を
記
念
し 

て
目
録
の
贈
呈 

を
行
い
ま
し
た
。

 

・
Ｒ
財
団
へ
特
別 

寄
付
20
万
円 

・
米
山
記
念
奨
学
会
へ
特
別
寄
付 

10
万
円 

  

表
彰
状
授
与 

       

 

元 

平
和
フ
ェ
ロ
ー
挨
拶 

澤
屋
奈
津
子
さ
ん 

06-

07
年
度 

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

国
際
親
善
奨
学
生

と
し
て
、
イ
タ
リ

ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

大
学
教
育
学
部 

（
乳
幼
児
教
育
学
科
） 

へ
留
学
後
、
セ
ネ

ガ
ル
の
乳
児
院
で 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
。
11-

14

年
、
在
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
日
本
国
大
使
館

に
派
遣
員
と
し
て
勤
務
後
、
Ｉ
Ｏ
Ｍ
（
国

際
移
住
機
関
）
に
就
職
し
、
15-

17
年
度

に
は
ロ
ー
タ
リ
ー
平
和
フ
ェ
ロ
ー
に
合

格
（
ア
メ
リ
カ
・
デ
ュ
ー
ク
大
学
・
ノ
ー
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
大
学
）。
17
年
８
月
以
降
は
ア

フ
リ
カ
・
ニ
ジ
ェ
ー
ル
Ｉ
Ｏ
Ｍ
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
ヘ
ル
ス
・
オ
フ
ィ
サ
ー
を
務
め
る
。

  
 

会
長
幹
事
懇
談
会
（
例
会
前
）・ 

ク
ラ
ブ
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
（
例
会
後
）

 

同
日
例
会
前
に
会
長
幹
事
懇
談
会
、

例
会
後
に
ク
ラ
ブ
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
が

開
か
れ
、
ク
ラ
ブ
運
営
に
つ
い
て
ガ
バ

ナ
ー
補
佐
よ
り
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き

ま
し
た
。 

  

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

横
川 

誠
人 

深
谷 

昭
広
・
小
笠
原
和
俊 

小
澤 

幸
男
・
黒
岩 

麗
子 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

23-24 年度ロータリー賞 


